
2025 年 3 月 26 日

9 時 0 分から 19 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

4月：自己紹介ごっこ　5月：こいのぼり制作　6月：傘やカタツムリ制作　7月・8月：プール遊び　9月・10月：お店屋さんごっこ　11月：ハロウィン活動　12月：クリスマス会
1月：初詣、もちつきごっこ　2月：節分　3月：卒業制作　　お誕生日会（毎月）　　その時期に見合った活動を取り入れて子ども達に感じ取ってもらえるようにしています。

家族支援
・子供の発達状況や特性の理解に向けた相談援助を行います。
・日常生活や子育ての中での困りごとに対する相談援助を行います。

移行支援

・進学や卒業後の福祉サービス利用について、保護者や関係機関と連携を図
　ります。
・就園や就学先、移行先の情報提供や相談援助を行います。
・就園や就学先、移行先、関係機関との連携を行います。

地域支援・地域連携 ・保育園や幼稚園、病院、各関係機関等と連絡を取り合い情報共有を行います。 職員の質の向上 ・研修の受講機会等を提供し管理者や職員の質の向上を図っています。

支　援　内　容

・家庭以外の場所で、情緒を安定させて日中を楽しく過ごせるように興味があることや好きな遊びを通して友達や大人との関係性を築き、事業所で楽しく過ごせるように支援をします。
・家庭での規則正しい生活に繋がるよう平日休日問わず公園活動など体を動かす活動多く取り入れ帰宅後スムーズ過ごせるよう支援します。
・「食べる」「飲み込む」「話をする」機能を保ち、向上させるために口腔の動きの訓練を行います。（個別療育）

・運動遊びを通して、基礎的な体力の向上や維持を狙います。また、様々な運動道具を扱う機会を設けながらそれらの道具の適切な扱い方をその都度教えていきます。
・粗大運動では、室内遊具やレクリエーションゲーム、外遊びを通して、身体を動かすことの楽しさやボディイメージ、バランス力を高められるようにします。
・微細運動では、遊びや活動を通して「掴む」「はめる」「形を作る」「ちぎる」「道具を使う」等の動作から手指の動きや力加減、操作性の向上を目指します。
・遊びや活動の中で姿勢保持の練習を行い、傾聴態度の形成や口腔の動きの向上に繋げられるようにします。（個別療育）

本
人
支
援

・危険回避や危険予測等施設内外においてその都度教えていきます。
・スケジュール表や絵カード、写真カードを用いて活動の順番や流れを知り、一日の流れに沿って見通しを持てるように支援をします。
・遊びや活動を通して人やモノに対する適切な力加減や距離感を習得できるように支援をします。
・遊びの区切りや活動の前後などで時計やタイマー等で時間を知らせ、自立的に次の活動に移れる習慣がつけられるようにします。
・利用者の特性や発達に応じた支援や体制を取り、安心、安定を図ることで不適切行動をなくしていけるように対応をします。

・相手へ適切な言葉や行動で自身の気持ちや要求を伝えられるように遊びや活動の中で職員が具体的に教示します。
　言語化が難しい場合はツールなどをも扱いながら適切な表現方法を教えていき環境設定にも配慮した支援をしていきます
・遊びや活動を通して具体的な物の名称や体験等と言葉の意味を結びつけられるように支援をします。
・集団や１対１での関りの中で、相手の意図や気持ちを理解できるように支援をします。
・友達とのコミュニケーションが上手くいかない場合は、職員が本人と相手の間に入って支援をします。
・絵カードを用いた理解訓練と表出訓練を行い、言葉の理解度を高めて語彙の拡充を目指します。（個別療育）

・公共交通機関の利用や公共施設の利用等、社会資源を活用、体験を通してルールや仕組みを学べる場を提供しルールや行動を教えていきます。
・友達と共通の経験や活動を通してルールやマナーを学び、社会性の発達を支援します。
・他者を意識して話を聞いたり、協力して活動したりすることができるように、友達や職員との共同作業の機会を設定します。
・不適切な言動が出た場合には、本人とその時のことを振り返ったり、気持ちが落ち着けられるように静かな場所を提供したりします。
・１対１での遊びや活動を通して、相手のペースに合わせることやタイミングの取り方等の非言語コミュニケーションの獲得を目指します。（個別療育）

支援方針

〇活動や過ごし方を自分で計画する力を伸ばします。様々な社会体験や社会見学を通じ社会のルールやマナー、及び日常生活に必要なスキルを身につけます。
〇生活への向き合い方・生活のこなし方、活動に向き合う楽しさ、発達を支える身体の動かし方やことばの成長など、個々に目標をたてて支援いたします。
〇個別療育では、発音が不明瞭、言葉の遅れ、コミュニケーションの困難など、言語の発達に課題を抱えるお子様に、個別の療育を行います。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念 利用者の最適な日常生活の支援(未就学児から就学、卒業後の進路や就労、福祉施設への通所や入所の展開)

事業所名 社会福祉法人　慶和会　さんさんキッズ 作成日支援プログラム


